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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成20年8月21日(2008.8.21)

【公開番号】特開2007-35696(P2007-35696A)
【公開日】平成19年2月8日(2007.2.8)
【年通号数】公開・登録公報2007-005
【出願番号】特願2005-212654(P2005-212654)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｓ   3/11     (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   3/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｓ   3/11    　　　　
   Ｈ０１Ｓ   3/06    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年7月9日(2008.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１ファイバレーザ媒体、第１励起源及びＱスイッチ素子を有し、前記第１ファイバレ
ーザ媒体を前記第１励起源により励起してレーザ光を発生させるとともに、この発生され
たレーザ光を前記Ｑスイッチ素子によりパルス発振させてＱスイッチパルスレーザ光を出
射させるファイバレーザ発振器と、
　第２ファイバレーザ媒体及び第２励起源を有し、前記ファイバレーザ発振器から出射さ
れたＱスイッチパルスレーザ光を前記第２ファイバレーザ媒体に入射させるとともに、前
記第２ファイバレーザ媒体を前記第２励起源により励起して当該Ｑスイッチパルスレーザ
光を増幅するファイバレーザ増幅器と、
　前記ファイバレーザ発振器及び前記ファイバレーザ増幅器を制御する制御機構であって
、前記ファイバレーザ発振器の前記第１励起源の動作を開始させる発振器励起開始時刻と
、前記ファイバレーザ発振器の前記Ｑスイッチ素子の動作を開始させるＱスイッチトリガ
信号発生開始時刻と、前記ファイバレーザ増幅器の前記第２励起源の動作を開始させる増
幅器励起開始時刻とを、前記ファイバレーザ発振器の前記Ｑスイッチ素子のパルス繰り返
し周波数、前記ファイバレーザ発振器の前記第１励起源の励起強度及び前記ファイバレー
ザ増幅器の前記第２励起源の励起強度に応じて、互いに独立して調整する制御機構とを備
えたことを特徴とするファイバレーザ装置。
【請求項２】
　前記制御装置は、前記ファイバレーザ発振器から出射されるＱスイッチパルスレーザ光
のパルス強度が当該Ｑスイッチパルスレーザ光の出射開始時点から一定となるように、前
記ファイバレーザ発振器の前記Ｑスイッチ素子のパルス繰り返し周波数及び前記ファイバ
レーザ発振器の前記第１励起源の励起強度に応じて、前記Ｑスイッチトリガ信号発生開始
時刻を調整するとともに、前記Ｑスイッチパルスレーザ光の出射開始時点で前記ファイバ
レーザ増幅器の励起状態が定常状態に達するように、前記ファイバレーザ増幅器の前記第
２励起源の励起強度に応じて、前記増幅器励起開始時刻を調整することを特徴とする、請
求項１に記載のファイバレーザ装置。
【請求項３】
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　前記Ｑスイッチトリガ信号発生開始時刻及び前記増幅器励起開始時刻は、前記発振器励
起開始時刻を基準として決定されることを特徴とする、請求項２に記載のファイバレーザ
装置。
【請求項４】
　前記ファイバレーザ発振器の前記第１励起源及び前記ファイバレーザ増幅器の前記第２
励起源が、半導体レーザからなることを特徴とする、請求項１乃至３のいずれか一項に記
載のファイバレーザ装置。
【請求項５】
　前記ファイバレーザ発振器の前記Ｑスイッチ素子が、音響光学素子又は電気光学素子か
らなることを特徴とする、請求項１乃至４のいずれか一項に記載のファイバレーザ装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　なお、本発明において、制御装置は、ファイバレーザ発振器から出射されるＱスイッチ
パルスレーザ光のパルス強度が当該Ｑスイッチパルスレーザ光の出射開始時点から一定と
なるように、ファイバレーザ発振器のＱスイッチ素子のパルス繰り返し周波数及びファイ
バレーザ発振器の第１励起源の励起強度に応じて、Ｑスイッチトリガ信号発生開始時刻を
調整するとともに、Ｑスイッチパルスレーザ光の出射開始時点でファイバレーザ増幅器の
励起状態が定常状態に達するように、ファイバレーザ増幅器の第２励起源の励起強度に応
じて、増幅器励起開始時刻を調整することが好ましい。また、前記Ｑスイッチトリガ信号
発生開始時刻及び前記増幅器励起開始時刻は、前記発振器励起開始時刻を基準として決定
されることが好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　図１乃至図３に示すファイバレーザ装置１０の動作開始時点でレーザドライバ１５から
タイミング制御器１６に動作開始信号４１が出力されると、タイミング制御器１６により
、図４に示すようなタイミングで、ファイバレーザ発振器励起信号４２、Ｑスイッチトリ
ガ信号４３及びファイバレーザ増幅器励起信号４４がファイバレーザ発振器１１又はファ
イバレーザ増幅器１２に出力される。なお、図４において、ファイバレーザ発振器１１に
おける励起光強度がファイバレーザ発振器励起信号４２の入力に対応し、ファイバレーザ
増幅器１２における励起光強度がファイバレーザ増幅器励起信号４４の入力に対応する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　ここで、ファイバレーザ発振器１１及びファイバレーザ増幅器１２の励起が開始されて
その励起状態が定常状態に達するまでには一定の時間を要する。今、ファイバレーザ発振
器１１の励起が開始されてその励起状態が定常状態に達するまでの時間をｔ２、ファイバ
レーザ増幅器１２の励起が開始されてその励起状態が定常状態に達するまでの時間をｔ１
とし、かつ、本実施形態ではｔ１の方がｔ２よりも長いとする。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　この場合、ファイバレーザ発振器１１においては、タイミング制御器１６からファイバ
レーザ発振器励起信号４２が出されるタイミング（図４の符号Ｐ２参照）を基準として、
タイミング制御器１６からファイバレーザ発振器励起信号４２が最初に出されるタイミン
グ（図４の符号Ｐ３参照）が決定され、それからｔ２時間後となるようにするとよい。こ
れにより、ファイバレーザ発振器１１のＱスイッチ素子２６のパルス繰り返し周波数及び
ファイバレーザ発振器１１の励起源２８、２９の励起強度に応じて、発振器励起開始時刻
及びＱスイッチトリガ信号発生開始時刻が調整されることとなり、ファイバレーザ発振器
１１から出射されるＱスイッチパルスレーザ光のパルス強度が当該Ｑスイッチパルスレー
ザ光の出射開始時点から一定となる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　一方、ファイバレーザ増幅器１２においては、タイミング制御器１６からファイバレー
ザ増幅器励起信号４４が出されるタイミング（図４の符号Ｐ１参照）が、タイミング制御
器１６からファイバレーザ発振器励起信号４２が出されるタイミング（図４の符号Ｐ２参
照）を基準として決定され、それより（ｔ１－ｔ２）時間前となるようにするとよい。こ
れにより、ファイバレーザ増幅器１２の励起源３６、３７の励起強度に応じて、増幅器励
起開始時刻が調整されることとなり、ファイバレーザ発振器１１から出射されるＱスイッ
チパルスレーザ光の出射開始時点でファイバレーザ増幅器１２の励起状態が定常状態に達
するようになる。


	header
	written-amendment

